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(別紙 1) 

上下水道委託業務条件明示一覧表（共通編）：委託業務名  健軍水源地外４箇所電気設備点検業務委託 

明示項目 明示事項 
対象 

施工条件等 
有 無 

１．工程関係 

1 関連する他工事、委託業務 ☑ ☐ 
・健軍水源地送水ポンプ２号電気設備新設その他工事 (工期：2026/05/21～

2028/02/28） 

・ 

2 特定される履行時期等の制限 ☑ ☐ 

・昼間作業の時間帯は、9：00～17：00（交通規制時間 9：00～17：00）とし、秋 
田水源地の一部の作業（図面番号 16/22 参照）は深夜の時間帯（0 時～5 時）とす

る。 
但し、当局が指定した場合はこの限りでない。 
詳細時間帯については、監督員と協議を行うこと。 

3 関係機関等との協議に未成立の制限 ☐ ☑  

4 関係機関等の特定された条件 ☐ ☑  

5 余裕工期の着手時期 ☐ ☑  

6 業務着手前の事前調査 ☑ ☐ 
・健軍水源地、秋田水源地は直送配水施設であるため、事前に施設の調査を十分に

行うこと。 

7 点検不能日数及び点検中止・抑制期間 ☑ ☐ 
・土曜、日曜、祝祭日、年末年始（令和８年１２月２９日～令和９年１月３日）の

作業休止期間は、原則業務を休止すること。 

２．用地関係 

1 委託用地等の未処理による制限 ☐ ☑  

2 委託用地等の使用終了後の復旧条件 ☐ ☑  

3 委託用仮設道路等の借地指定 ☐ ☑  

4 仮ヤードの指定 ☐ ☑  

5 私有地内施工 ☐ ☑  

３．公害関係 

1 公害防止のための施工方法等の制限 ☑ ☐ 

・建設機械のうち指定機械においては、排出ガス対策型の使用を義務とし、確認に

ついては、証明シールの写真を業務計画書に添付すること。 

・使用機械の排出ガスが沿線樹木等に直接当たり生育に影響を及ぼす恐れがある場

合は、樹木等に排出ガスが直接当たらないよう必要な対策を講じること。 

2 水替・流入防止施設の設置 ☐ ☑  

3 濁水・湧水等の処理条件 ☐ ☑  

4 事業損失防止のための事前・事後調査 ☐ ☑  

４．安全対策関係 

1 安全対策施設等の指定 ☑ ☐ ・業務実施にあたり、標示板等を充実させ、点検時の安全対策を行うこと。 

2 鉄道、ガス、電気、電話等の近接制限 ☑ ☐ 

・高圧近接作業を行う場合は、適正な絶縁用防護具、絶縁用保護具を使用するこ

と。 

・電線・電線管・電柱等の周りの作業については、電力会社・電気主任技術者・監

督員の立会いをうけ、断線または電気事故など起こさないように注意すること。 

3 落石、雪崩、土砂崩落等の防護施設 ☐ ☑  

4 交通誘導警備員等の配置 ☐ ☑  

5 換気設備等の設置 ☐ ☑  

6 その他 ☐ ☑  

５．工事用道路関係 

1 一般道路の搬入路使用 ☐ ☑  

2 仮道路の設置条件等 ☐ ☑  

3 その他 ☐ ☑  

６．仮設備関係 

1 仮設備の引き渡し・引き継ぎ ☐ ☑  

2 仮設備の構造・施工方法の指定 ☐ ☑  

3 仮設備の設計条件の指定 ☐ ☑  

７．建設副産物関係 

1 建設発生土の利用 ☐ ☑  

2 建設副産物の現場内再利用・減量化 ☐ ☑  

3 建設副産物及び建設廃棄物の処理条件 ☐ ☑  



 

８．工事支障物件等 

1 占用支障物件 ☐ ☑  

2 占用物件との重複施工 ☐ ☑  

3 埋蔵文化財掘削の通知 ☐ ☑  

９．薬液注入関係 

1 薬液注入 ☐ ☑  

2 周辺環境 ☐ ☑  

１０．その他 1 その他 ☑ ☐ 

・設計図書に記載されていない事項、疑義の解決は業務打合せ記録簿にて解決す

る。（協議中は業務を休止することもある） 
・業務打合せ記録簿にて協議されていない事項については設計変更の対象としな

い。（減額要素を除く） 
・水道水を取り扱う関係上、特に清潔、衛生を重んじ関係ない場所に無断で 
 立ち入ることを禁止する。 

 



＊記事欄

（Ｎｏ．　／　　）

　（様式第1号）

接 地 抵 抗 測 定 記 録

熊本市上下水道局

湿　度気　温

良・否 備　　考測定値（Ω）接地箇所 種別

試 験 年 月 日

機 場 名 称

被　接　地　機　器　名

天　候

【 試 験 記 録 】

施 設 場 所



高圧機器及び回路名設備場所

絶 縁 抵 抗 測 定 （ 高 圧 ） 記 録

【 試 験 記 録 】

試 験 年 月 日

機 場 名 称

天　候 気　温

＊記事欄

良・否測定値（ＭΩ） 回路電圧(V)

熊本市上下水道局

備　　考

（様式第2号）

湿　度

（Ｎｏ．　　／　　）

施 設 場 所



AT（A)極数（P)種類盤名称及び回路名 良・否測定値（MΩ）対地電圧(V)

機 場 名 称

絶 縁 抵 抗 測 定 （ 低 圧 ） 記 録

湿　度

【 試 験 記 録 】

気　温天　候

（様式第3号）

熊本市上下水道局

＊記事欄

(Ｎｏ．　　／　　）

備　　考

試 験 年 月 日

設備場所

施 設 場 所



＊記事欄

熊本市上下水道局

復帰値
　　　　　　　　% 　　　　　　　　%

（A） （A） （A） (SEC) (SEC)

（Ｎｏ．　　／　　）

整 定 値 最 少 動 作 試 験 動 作 時 間 特 性 試 験

結果

【規格・判定基準】

【 試 験 記 録 】

タップ

倍率

動作値

湿　度天　候

型 式

回路名

制 御 電 源定 格

地 絡 継 電 器 試 験 記 録

そ の 他

デ バ イ ス № 製 造 者

試 験 年 月 日

機 場 名 称

変 流 比

設置盤名

気　温

【 継 電 器 仕 様 】

(様式第4号）

製 造 年 月製 造 番 号

タ ッ プ 値

相 別



タップ
レバー

動作値

（Ｖ） （Ｖ） （Ｖ） (SEC)

結果　　　　　　　　% 　　　　　　　　%

(SEC)

整 定 値 最 少 動 作 試 験 動 作 時 間 特 性 試 験

【規格・判定基準】

変圧比

タ ッ プ 値

極 性 そ の 他

復帰値

【 試 験 記 録 】

制 御 電 源 製 造 番 号 製 造 年 月

湿　度

【 継 電 器 仕 様 】

デ バ イ ス № 製 造 者 型 式 定 格

回路名

試 験 年 月 日 天　候 気　温

（Ｎｏ．　　／　　）

＊記事欄

（様式第5号の1）

熊本市上下水道局

不 足 電 圧 継 電 器 試 験 記 録

機 場 名 称 設置盤名



熊本市上下水道局

＊記事欄

【規格・判定基準】

（Ｖ） （Ｖ） （Ｖ） (SEC) (SEC)

整 定 値 最 少 動 作 試 験 動 作 時 間 特 性 試 験

結果
タップ

レバー
動作値 復帰値

　　　　　　　　% 　　　　　　　　%

タ ッ プ 値

極 性 そ の 他

【 試 験 記 録 】

制 御 電 源 製 造 番 号 製 造 年 月

【 継 電 器 仕 様 】

デ バ イ ス № 変圧比 製 造 者 型 式 定 格

湿　度

機 場 名 称 設置盤名 回路名

（様式第5号の2）

過 電 圧 継 電 器 試 験 記 録 （Ｎｏ．　　／　　）

試 験 年 月 日 天　候 気　温



熊本市上下水道局

＊記事欄

【規格・判定基準】

（Ｖ） （Ｖ） （Ｖ） (SEC) (SEC)

整 定 値 最 少 動 作 試 験 動 作 時 間 特 性 試 験

結果
タップ

レバー
動作値 復帰値

　　　　　　　　% 　　　　　　　　%

タ ッ プ 値

極 性 そ の 他

【 試 験 記 録 】

制 御 電 源 製 造 番 号 製 造 年 月

【 継 電 器 仕 様 】

デ バ イ ス № 変圧比 製 造 者 型 式 定 格

湿　度

機 場 名 称 設置盤名 回路名

（様式第5号の3）

地 絡 過 電 圧 継 電 器 試 験 記 録 （Ｎｏ．　　／　　）

試 験 年 月 日 天　候 気　温



１．不足電圧要素(27)

３．地絡過電圧要素(64)

＊記事欄

(SEC)

　　　　　%

(SEC)

変圧比

　　　　　% 　　　　　%

（様式第5号の4）

複 合 型 電 圧 継 電 器 試 験 記 録 （Ｎｏ．　　／　　）

　　　　　% 　　　　　%

動 作 時 間 特 性 試 験

結 果動作値

(SEC) (SEC)

64

(V) （S) （Ｖ） （Ｖ）

【規格・判定基準】

(SEC)

復帰値

熊本市上下水道局

　　　　　%デバイス

整 定 値 最 小 動 作 試 験 動 作 時 間 特 性 試 験

結 果タップ 時　間 動作値

59

（Ｖ） （S) （Ｖ） （Ｖ） (SEC)

動作値 復帰値

２．過電圧要素(59)

デバイス

整 定 値 最 小 動 作 試 験 動 作 時 間 特 性 試 験

結 果タップ 時　間

27

（Ｖ） （S) （Ｖ） （Ｖ）

デバイス

整 定 値 最 小 動 作 試 験

タップ 時　間 復帰値

タップ値

極 性 そ の 他

回路名

定 格 制 御 電 源 製 造 番 号 製 造 年 月

【 継 電 器 仕 様 】

デ バ イ ス № 製 造 者 型 式

69 %

機 場 名 称 特高第1変電所 設置盤名 母線連絡接地計器用変圧器 －

試 験 年 月 日 平成 29　年　10　月　22　日 天　候 雨 気　温 20  ℃ 湿　度



* 回路電圧 kV

（遮断器結合試験）

＊記事欄

（Ｎｏ．　　／　　）過 電 流 継 電 器 試 験 記 録

試 験 年 月 日 天　候 気　温 湿　度

機 場 名 称 設置盤名 回路名

6.6

【 継 電 器 仕 様 】

デ バ イ ス № 相 別 変 流 比 製 造 者 型 式 定 格 制 御 電 源 製 造 番 号 製 造 年 月

結 果

タ ッ プ 値

そ の 他

(SEC) (SEC)

【 試 験 記 録 】

相 別
200% 200%

R

（Ａ） （Ａ） （Ａ） （Ａ）

タップ タップダイヤル 動作値 動作値
300% 500%

(SEC) (SEC)

【規格・判定基準】

T

(様式第6号）

熊本市上下水道局

整定値 最小動作試験 動作時間特性試験

限 時 瞬 時 限 時 瞬 時 瞬 時限 時 要 素



熊本市上下水道局

（Ｎｏ．　　／　　）

製 造 年 月

　（様式第7号）

＊記事欄

比 率 差 動 継 電 器 試 験 記 録

気　温 湿　度

回路名

製 造 番 号制 御 電 源

試 験 年 月 日 天　候

【 継 電 器 仕 様 】

機 場 名 称

デ バ イ ス № 相 別 型　　式

設置盤名

製 造 者 定　　　格変　　流　　比

タ ッ プ 値

そ の 他

300%

動 作 時 間 特 性

結

果

【 試 験 記 録 】

回 路 名 整 定 値

(%)

比　率回

路

別 （Ａ）

電　流 タップ
（ＤＩＦ）

方　向

最 小 動 作 試 験

(A)

比 率 特 性 試 験 （※2）

流出
電流
　I2

動　作HOC
動作電流(DIF)

(I1換算値：    Ａ)
(I2換算値：    Ａ)

動　作
流出
電流
　I1

HOC

（倍）
200%

DIF

(ｍｓ)

HOC

(ｍｓ)

電　流
200%

(A)
200%

電　流

【規格・判定基準】



～ 電圧150%，位相 0°印加にて

～ 電流150%，位相 0°印加にて

～ 電流1000%，電圧 150%　印加にて

～ 〃

　（0.1～0.3ｓ） 電圧 150%　位相　0°印加にて

　（0.1～0.2ｓ） 〃

配電線上位協調より　0.5秒以内

＊記事欄

熊本市上下水道局

（Ｎｏ．　　／　　）

（°）

動作位相特性試験 押釦試験

GR SO

動作時間特性試験

(SEC) (SEC)

ｌｅａｄ 整定値

 0.000 A)

（°）

単 体

〃

電流整定値の130%入力

位 相

結 合

( 25.0

lead 135 ± 20° ( 115.0

電流整定値の400%入力

 65.0 °)

 155.0 °)

(A) (A) (％)

整定値

 0.0 V)

ｌａｇ動作値

動作電流試験

(V)

そ の 他

湿　度天　候

型 式

回路名設置盤名

定 格

地 絡 方 向 継 電 器 試 験 記 録

【 試 験 記 録 】

整定値

タ ッ プ 値

相 別

気　温

デ バ イ ス № 製 造 者

【 継 電 器 仕 様 】

試 験 年 月 日

機 場 名 称

400%

電 流 整定値の±10％以内

130%

変 流 比 制 御 電 源

動作電圧試験

動作値

動 作 時 間

動 作 値

位 相 特 性 ：

( 0.0整定値の±25％以内

：

結果

：

( 0.000

電 圧

lag  45°± 20°

【規格・判定基準】

(様式第8号）

製 造 年 月製 造 番 号

(SEC)



電流(A)電流(A) ダイヤル(S) 動作電流(A) 動作時間(S) 動作時間(S)動作電流(A)

整　　　　　定　　　　　値 動　　　　　作　　　　　値

重　　漏　　電軽　　漏　　電 軽　　漏　　電

定格

重　　漏　　電

備考

【 試 験 記 録 】

製造年制御電源 製造番号

【規格・判定基準】

＊記事欄

熊本市上下水道局

判　定

（№　　／　　）

湿　度

設置盤名 回路名

気　温

（様式第9号）

タップ値

デバイス№ 製造者 型式

ダイヤル(S)

漏 電 継 電 器 試 験 記 録

試 験 年 月 日 天　候

【 継 電 器 仕 様 】

機 場 名 称



（様式第10号）

３ （ ２ ） Ｅ 継 電 器 試 験 記 録

試 験 年 月 日 天　候 気　温 湿　度

（№　　／　　）

【継電器仕様】

デバイス№ 製造者 型式 定格 制御電源

機 場 名 称 設置盤名 回路名

製造番号 製造年

タップ値

備考

【試験記録】

整定値 最小動作試験 動作時間試験

押釦
試験

結果
過電流 反相 欠相

(Ａ) (ｓ) (Ａ) (Ａ) (A)

電流 時間

過電流 反相 欠相

過電流 反相 欠相

倍率

(ｓ) (ｓ) (ｓ)

倍率

換算値 換算値

【判定基準】

＊記事欄

熊本市上下水道局



（様式第11号）

（№　　／　　）

機場名称

【点検記録】

№ 点検機器名 種　別 点　検　項　目　内　容 結果

・ 接地線取付状態

・ 支線損傷・腐食の有無

備　　　考

・ 操作機構の確認

高 圧 機 器 点 検 記 録

1 架空電線路 -

・ 汚損、損傷、錆、過熱、変形、異音、異臭の有無

・ 相間及び他の工作物との離隔状況

・ 腕金・碍子類の損傷・腐食の有無

・ たるみ状況

3 ケーブル
点検

・
清掃

・ 汚損、損傷、錆、過熱、変形、異音、異臭の有無

・ 接地線取付状態

・ 操作ハンドル及び開閉表示指針の状況

・ 制御線の施工状況
2 区分開閉器 -

・ 汚損、損傷、錆、過熱、変形、異音、異臭の有無

・ 端末部の損傷、亀裂の有無

・ 接地線取付状態(戻しアース)

・ 端子部の締付け状況

・ 相間及び他の工作物との離隔状況

4 断路器
点検

・
清掃

・ 汚損、損傷、錆、過熱、変形、異音、異臭の有無

・ 操作機構の確認

・

・ 接地線取付状態

・ 端子部の締付け状況

端子及び刃の接触部過熱、変形の有無

5 母線・その他
点検

・
清掃

・ 汚損、損傷、錆、過熱、変形、異音、異臭の有無

他の工作物、相間の離隔状況・

・ 接地線取付状態

・ 端子部の締付け状況

・ 碍子、支持物の取付け状況



（様式第11号）

【点検記録】

№ 点検機器名 種　別 点　検　項　目　内　容 結果

（№　　／　　）

備　　　考

機場名称

高 圧 機 器 点 検 記 録

6 計器用変圧器
点検

・
清掃

・ 汚損、損傷、錆、過熱、変形、異音、異臭の有無

・ 接地線取付状態

・ 端子部の締付け状況

・ 取付ヒューズの状態

7 計器用変流器
点検

・
清掃

・ 汚損、損傷、錆、過熱、変形、異音、異臭の有無

・ 接地線取付状態

・ 端子部の締付け状況

・ 接地線取付状態

・ 端子部の締付け状況

・ 取付ヒューズの状態

・

9 零相変流器
点検

・
清掃

・ 汚損、損傷、錆、過熱、変形、異音、異臭の有無

・ 接地線取付状態(戻しアース)

8 操作用変圧器
点検

・
清掃

汚損、損傷、錆、過熱、変形、異音、異臭の有無

・ 端子部の締付け状況

・ 本体取付方向

10 零相変成器
点検

・
清掃

・ 汚損、損傷、錆、過熱、変形、異音、異臭の有無

・ 接地線取付状態

・ 端子部の締付け状況

・ 取付ヒューズの状態



（様式第11号）

【点検記録】

№ 点検機器名 種　別 点　検　項　目　内　容 結果

（№　　／　　）

備　　　考

機場名称

11 油入遮断器 -

・ 汚損、損傷、錆、過熱、変形、異音、異臭の有無

・ 端子部の締付け状況

・

・ 接地線取付状態

油温、油量、漏油の状況

・ フリーザー油量、注油、吸湿防腐剤の状態

13 真空開閉器 -

・ 汚損、損傷、錆、過熱、変形、異音、異臭の有無

12

・ 接地線取付状態

・ 端子部の締付け状況

・ 制御線の状態

・ 操作機構の確認
真空遮断器

点検
・

清掃

・ 汚損、損傷、錆、過熱、変形、異音、異臭の有無

・ 操作機構の確認

・ 接地線取付状態

接地線取付状態

・ 端子部の締付け状況

・ 制御線の状態

14 LBS -

・ 汚損、損傷、錆、過熱、変形、異音、異臭の有無

・

・ 端子部の締付け状況

・ ヒューズの取付け状況・選定容量

・ 相間及び側面の絶縁バリアの取付け状況

・ 操作機構の確認

15 PCS -

・ 汚損、損傷、錆、過熱、変形、異音、異臭の有無

・ 操作機構の確認

・ 端子部の締付け状況

・ ヒューズの取付け状況・選定容量

高 圧 機 器 点 検 記 録



（様式第11号）

高 圧 機 器 点 検 記 録

【点検記録】

№ 点検機器名 種　別 点　検　項　目　内　容 結果

（№　　／　　）

機場名称

・ 端子部の締付け状況

・ 内部、鉄心、リード線等の状況

・ フリーザー油量、注油、吸湿防腐剤の状態

備　　　考

16 変圧器
点検

・
清掃

・ 汚損、損傷、錆、過熱、変形、異音、異臭の有無

・ 接地線取付状態

17 コンデンサ -

・ 汚損、損傷、錆、過熱、変形、異音、異臭の有無

・ 接地線取付状態

・ 端子部の締付け状況

・ 外箱の膨れ状況、保護装置の状態

・ 漏油の有無

18 リアクトル -

・ 汚損、損傷、錆、過熱、変形、異音、異臭の有無

・ 漏油の有無

・ 接地線取付状態

・ 端子部の締付け状況

・ 外箱の膨れ状況、保護装置の状態

19 避雷器 -

・ 汚損、損傷、錆、過熱、変形、異音、異臭の有無

・ 接地線取付状態

・ 端子部の締付け状況

20
サージ

アブソーバ
-

・ 汚損、損傷、錆、過熱、変形、異音、異臭の有無

・ 接地線取付状態

・ 端子部の締付け状況



熊本市上下水道局

＊記事欄

【判定基準】

シールド抵抗値(MΩ) 成極指数 弱点比 総合判定 備考

測定時間(min)　→

0分 1分 2分 3分 4分 5分

  ｍV

(  μA)

5分

5,000V

1分

3分

キック現象

　3分 4分 5分

第2ステップ

試験電圧 時間
電流
(μA)

絶縁抵抗値
(MΩ)

記　録　チ　ャ　ー　ト

䦖

　
漏
れ
電
流

(

μ
A

)

  ｍV

(  μA)

5分

キック現象
測定時間(min)　→

　　0分 1分 2分

3,000V

1分

3分

ｍ

【試験記録】

第１ステップ

試験電圧 時間
電流
(μA)

絶縁抵抗値
(MΩ)

記　録　チ　ャ　ー　ト

䦖

　
漏
れ
電
流

(

μ
A

)

ケーブル種別 サイズ ｍ㎡ 長さ

施設場所(至) 設置盤名 相別

施設場所(送) 設置盤名 回路電圧

（様式第12号）

直 流 高 圧 法 絶 縁 診 断 試 験 記 録 （No.　　／　　）

試 験 年 月 日 天　候 気　温 湿　度


